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■平成27年度事業状況報告 
 

当財団の目的は、｢民族学・文化人類学等の振興を図るため、関係諸機関と連携しその普及に努
める。それらの活動を通して人類の多様な社会や文化に対する市民の理解と教養を培い、社会の
発展に寄与する。｣と定められ、その目的を達成するための各種事業を推進するとともに、現代
社会の諸問題を解く鍵として、文化人類学・民族学の視点を活かし、国立民族学博物館をはじめ
各種研究機関と連携し、文化振興や次世代育成等さまざまな社会貢献活動に取り組んでいる。 
 
 
1.民族学・文化人類学等普及事業 
一般市民を対象に、民族学・文化人類学の普及のため、国内唯一の民族学・文化人類学の研究  
センターである国立民族学博物館の協力のもと、学術情報をわかりやすく提供する各種事業を  
企画・実施した。 

1）｢梅棹忠夫アーカイブズ資料の整理及びそれに基づく基礎データの整備｣を協力した。 

2）民族学・文化人類学の研究促進・普及を目的とした図書の企画として、家庭学術雑誌の 
  機関誌『季刊民族学』4号（152 号～155 号）を編集、発行した。 
  協力：国立民族学博物館    編集・発行：千里文化財団  

152 号：特集「西欧社会の多様性」ほか（2015 年 4 月 25 日発行） 
153 号：「楽器学の再構築」ほか（2015 年 7 月 25 日発行） 
154 号：特集「泉靖一が歩いた道」ほか（2015 年 10 月 25 日発行） 
155 号：特集「カレー料理とインド研究交友録」ほか（2016 年 2 月 25 日発行）  

3）民族学・文化人類学の普及を目的とした各種講演会・セミナー等を企画・運営した。 

 ① 友の会講演会（会場：国立民族学博物館） 
 第 441 回 「つくられる地域の食―スローフード発祥の地、イタリアから考える」 
 【世界の食文化を学ぶ①】4月 4日  講師：宇田川妙子  参加人数：44 名 
 第 442 回 「躍動する南アジアの背景にせまる」【新南アジア展示関連】 
 5 月 2 日  講師：三尾稔  参加人数：46 名 
 第 443 回 「聖なる遺跡は物語る―アムール河の少数民族ナナイの神話をさぐる」 
 【企画展「岩に刻まれた古代美術」関連】 6 月 6 日 講師：佐々木史郎 参加人数：51 名 
 第 444 回 「ヨーガの隆盛をさぐる―現代インドにおける「伝統」の再評価」 
 【新南アジア展示関連】7月 4日  講師：竹村嘉晃（現代インド地域研究国立民族学博物館 
  拠点拠点研究員）  参加人数：48 名 
 第 445 回 「インドを彩る日本のタイル―インド近代化遺産のもうひとつの物語」 
 【新南アジア展示関連】8月 1日 講師：豊山亜希（現代インド地域研究国立民族学博物館 
 拠点拠点研究員）  参加人数：22 名 
 第 446 回 「日韓の汁文化と発酵食品」【特別展｢韓日食博｣関連／世界の食文化を学ぶ②】 
 9 月 5 日  講師：福留奈美（お茶の水女子大学専門食育士）  参加人数：46 名 
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 第 447 回 「『医食同源』の思想―中国の食と漢方」【世界の食文化を学ぶ③】 
 10 月 3 日  講師：池谷幸信（立命館大学特任教授）  参加人数：45 名 
 第 448 回 「移住がつくる客家の食」【世界の食文化を学ぶ④】 
 11 月 7 日  講師：河合洋尚  参加人数：37 名 
 第 449 回 「カナダの魚食文化―日本人移民との関わりから」【世界の食文化を学ぶ⑤】 
 12 月 5 日  講師：河原典史（立命館大学教授）  参加人数：35 名 
 第 450 回 「イスラーム化と向き合う先住民―新東南アジア展示から読みとく」 
 【新東南アジア展示関連】平成 28 年 1 月 9 日  講師：信田敏宏  参加人数：43 名 
 第 451 回 「博物館で食文化を考える―みんぱく展示場をフィールドに見立てて」 
 【世界の食文化を学ぶ⑥】平成 28 年 2 月 6 日  講師：池谷和信  参加人数：39 名 
 第 452 回 「祖先とともに住まう家―インドネシア、スンバ島で家屋を建てる」 
 平成 28 年 3 月 5 日  講師：佐藤浩司  参加人数：35 名 

② その他講演会 

会場：モンベル渋谷店 5F サロン他（東京） 
 第 111 回 「『氷の島』に生きる人びと―グリーンランド・イヌイットの文化と歴史」 
   4 月 11 日  講師：岸上伸啓  参加人数：42 名 
 第 112 回「インナータライにネパール近代化の縮図をみる―チトワン国立公園の開発を例に」 
   6 月 14 日  講師：南真木人  参加人数：31 名 
会場：JICA 地球ひろばセミナールーム 600（東京） 
 第 113 回「食の歳時記―ベトナム、黒タイの村から」 
   8 月 23 日  講師：樫永真佐夫  参加人数：30 名 
 第 114 回「チョコレートの文化誌―カカオと人の 4000 年の物語」 
   10 月 10 日  講師：八杉佳穂  参加人数：43 名 

③ みんぱく見学会（協力：国立民族学博物館） 
 第 58 回 展覧会「スピリチュアル グリーンランド」（会場：代官山ヒルサイドフォーラム） 
   4 月 11 日  講師：岸上伸啓  参加人数：30 名 
 第 59 回 新南アジア展示 
   5 月 2 日  講師：三尾稔  参加人数 46 名 
 第 60 回 企画展「岩に刻まれた古代美術―アムール河の少数民族の聖地シカチ・アリャン」 
   6 月 6 日  講師：佐々木史郎  参加人数：51 名 
 第 61 回 新東南アジア展示 
   2016 年 1 月 9 日  講師：信田敏宏  参加人数：43 名 
 第 62 回 本館展示（オセアニア～アフリカ展示場内の食文化展示） 
   2016 年 2 月 6 日  講師：池谷和信  参加人数：39 名 

 ④ 体験セミナー 
 第 70 回 「日本の食文化―昆布に親しむ」 
【シリーズ「世界の食文化を学ぶ（体験編）」①】実施日：6月 25 日[大阪府] 
 講師：土居純一（「こんぶ土居」4代目）、飯田卓 参加者数：37 名 
 食と食を下支えする生業の両面から「昆布を食す（出汁利用する）文化」を考えた。 
 

2 



  

 第 71 回「九州のなかの朝鮮文化を歩く―菓子、工芸、史跡にさぐる関係史」 
【シリーズ「世界の食文化を学ぶ（体験編）」②】実施日：12 月 2 日～3日[2 日間・佐賀県] 
 講師：村岡安廣（村岡総本舗社長）、朝倉敏夫 参加者数：31 名 
 朝鮮半島に縁のある焼物や染織、飲食文化をとおして、日本と朝鮮半島の相互関係について 
 考えた。 
 
 ⑤ 民族学研修の旅 
 第 86 回「チョコレートのふるさとを訪ねて―カカオと人の 4000 年をメキシコにさぐる」 
 実施期間：2016 年 2 月 13 日～22 日（10 日間・メキシコ） 
 講師：八杉佳穂（民博名誉教授） 参加者数：24 名 
 古代メソアメリカにおいて、薬効や貨幣的価値をもち、高貴な人びとに珍重されたカカオは、 
 味や姿を変えながら現在もメソアメリカの人びとに親しまれている。カカオに縁ある遺跡や 
 農園、宗教施設を巡り、メソアメリカの歴史的・民族文化的背景をさぐった。 
	

	 ⑥ 午餐会 
 第 200 回「イスラーム国の来歴と中東の未来」7月 17 日（金）  参加人数：23 名  
 講師：池内恵（東京大学准教授）コメンテーター：須藤健一（館長） 
 イスラーム国が生まれた背景を、宗教や歴史、社会背景から捉えなおし、中東世界の今後を 
 展望した。 
 
2.国立民族学博物館利用促進事業 
国立民族学博物館の利用促進を目的として、一般市民を対象にした各種協力事業を実施した。 

1）国立民族学博物館の展示理解向上及び普及のための教材制作及び頒布事業を実施した。 
  ① 国立民族学博物館 本館展示の『新装版 展示ガイド』の企画業務 
  ② 国立民族学博物館の展示理解向上及び普及のための教材制作及び頒布事業 
  ③ ミュージアムショップの運営： 
       国立民族学博物館の映像資料の複製発行及び頒布、レプリカ・ポストカード、 
       記念品等の制作及び頒布、現地産民族資料及び民族学・文化人類学関連図書の 
       頒布をおこなった。 
    平成 27 年度教材頒布の内容： 

レプリカ、ポストカード類 
 内容）砂金の分銅、館銘石、儀礼用マント、ポストカード（156 種） 
現地産民族資料（約 100 カ国） 
 内容）芸能・儀礼資料(仮面、楽器他)、生活資料(衣類、嗜好品、装飾品他) 
民族学・文化人類学関連図書・映像音響資料 
 内容）図書約 4,000 種、民族音楽等の CD・DVD 約 50 種 
記念品（オリジナル・グッズ）、便宜共用品 
 内容）クリアファイル、一筆箋、Tシャツ、レターセット、スタンプ、 
   トートバッグ、切手、雨傘、乾電池他  
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2）国立民族学博物館の普及事業 

 ①「国立民族学博物館友の会」の運営、及び会員の増強 
「国立民族学博物館友の会」は国立民族学博物館と市民の間のかけはしとなる 
 役目を担い、講演会などの催しものや出版物などをとおして、民博のさまざまな活動や研究 
  成果を紹介した 
平成 27年度友の会増強： 

  ・大阪府高齢者大学校（民博教官が授業を実施）に民博イベント案内等を設置 
  ・キャンパスメンバーズ広報用ラックを館内に設置 
・	増強キャンペーンを実施：館内の夏の観覧無料期間（8 月 1 日～25 日高校生以下と
65歳以上の方対象）の来館者対象に特典付きの友の会入会キャンペーンをおこなった。 

    開催期間：平成 27 年 7月 23 日（木）～8月 25 日（火） 
・｢みんぱく活用術｣をうたったチラシの作成、各施設へ設置 
・エキスポシティ オープン時の広報：連携クーポンチラシを作成し、エキスポシティ内 
 インフォレスト吹田等周辺施設に設置 
・万博記念公園内レストランとの相互割引提携（友の会会員割引） 

 

 ② 国立民族学博物館広報誌『月刊みんぱく』の編集協力・制作及び編集事務を受託し 
   実施した。  
 
 ③国立民族学博物館外部広報事業 カレッジシアター「地球探究紀行」の開催協力を 

おこなった。（会場：あべのハルカス近鉄本店ウィング館 9階 Space 9）: 
国立民族学博物館のさまざまな研究を、今注目されているあべのハルカス近鉄本店を会場と 
しわかりやすくたのしめるプログラムを企画し開催に協力した。 
 主催：産経新聞社 共催：近鉄文化サロン、スペース 9 
 特別協力：国立民族学博物館、千里文化財団 

3）国立民族学博物館来館者の学習支援事業 
① ｢中央・北アジア、アイヌ展示場新構築に係るグラフィックパネル製作のための 
  校閲・校正等業務を受託し実施した。 
② 英文「展示解説シート 南アジア・東南アジア」の編集協力を受託し実施した。 
③ 展示案内学習支援等業務を受託し実施した。 
④ 研究資料整理・情報化及び利用管理業務を受託し実施した。 
⑤ 民族学資料共同利用窓口業務を受託し実施した。 
⑥ 関連催し物の開催支援各種業務を受託し実施した。 

JICA｢博物館集中コース｣ミュージアム・レポート発表開催事業実施業務（10 月 2日実施） 
10月31日モンゴル秋祭りのちらし制作、当日案内受付業務（10月31日実施）  
※当日の運営等については、在大阪モンゴル国総領事館より受託 
研究公演の招聘業務（12月6日実施） 
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4) 国立民族学博物館活動に協力する事業 
   国立民族学博物館特別展及び企画展に対する協力として各種広報活動を実施した。 
   特別展「韓日食博 ─わかちあい・おもてなしのかたち」（8/27(木)～11/10(火)、「夷酋列像  
   ─蝦夷地イメージをめぐる人・物・世界」（2/25(木)～5/10(火)）の各種広報活動をおこなった。 
 
 
3.博物館活動支援及び調査研究事業 
博物館に集積された知的財産を活用するプログラムを企画し、そのあり方を調査研究するととも
に博物館活動を支援した。 

1) 博物館に集積された資料と情報の活用方法及び博物館等の連携のあり方に関する調査を 
   おこなった。 

 ① 出前授業プログラム開発及び普及 
 平成 28 年 1 月 20 日 長岡京市立第六小学校(放課後教室) テーマ：風呂敷 人数：3名 
 平成 28 年 3 月 3 日 豊中市立南丘小学校 テーマ：風呂敷 人数：32 名 

 ② 各地の博物館等の施設を活用する巡回展 
国内唯一の文化人類学・民族学の研究センターである国立民族学博物館等の協力のもと、
学術的な研究に基づいて資料を展示する巡回展覧会を開催し、世界の文化を正確に理解 
する機会を提供するとともに、日本における国際理解と国際交流を促進するとともに、 
国立民族学博物館及び万博記念公園の広報をおこなった。 

 
巡回展「イメージの力―国立民族学博物館コレクションにさぐる」の開催 
会期：6月 27 日～8月 23 日（50 日間） 
会場：郡山市立美術館企画展示室 
主催：郡山市立美術館、国立民族学博物館、千里文化財団 
企画：国立民族学博物館 国立新美術館 日本文化人類学会 
助成：日本万国博覧会記念基金（公益財団法人 関西・大阪 21 世紀協会） 
入場者数：8,447 人 

 
<関連企画> 
1.講演会「光と色が放つイメージ 」 
日時：7月 4日 講師：上羽陽子 
会場：郡山市立美術館多目的スタジオ 参加人数：62 名 
2.講演会「イメージの力―みんぱくコレクションが語るもの」 
日時：8月 8日 講師：吉田憲司 
会場：郡山市立美術館多目的スタジオ 参加人数：78 名 
3.ギャラリー・トーク 
日時：8月 22 日 講師：永山多貴子（郡山市立美術館主任学芸員） 
会場：郡山市立美術館企画展示室 参加人数：25 名 
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4.ワークショップ「野外彫刻を作ろう」 
日時：7月 18 日 講師：関根秀樹（和光大学講師・民族文化史研究家） 
会場：郡山市立美術館多目的スタジオ 参加人数：20 名 
5.ワークショップ「民族楽器とサウンドオブジェを作ろう」 
日時：8月 9日 講師：関根秀樹（和光大学講師・民族文化史研究家） 
会場：郡山市立美術館多目的スタジオ  参加人数：20 名 
 6.映画会 特集：映画で楽しむ「イメージの力」 
 会場：郡山市立美術館多目的スタジオ 
・上映作品「キリクと魔女」日時：6月 28 日 参加人数：32 名 
・上映作品「アフリカ物語」日時：8月 16 日 参加人数：51 名 

2）博物館運営や展示のあり方に関する調査研究 
  指定管理者制度における博物館運営に関する調査、巡回展のための什器に関する調査、  
  博物館におけるミュージアム・ショップの役割に関する調査をおこなった。 

3）各地の博物館展示案内等の編集業務 
  日本生命財団より、三重県総合博物館展示案内『南北の共存 東西の交流』（平成 28 年 
    3 月 1 日発行）の編集協力を受託し実施した。 
 
 
4.地域活性化、文化振興協力事業 
多様な文化の振興をめざし、各種文化活動に協力した。 

1）松下幸之助記念財団から、第 24 回「松下幸之助花の万博記念賞」選考に関する業務を 
  受託し実施した。 

2）｢日本展示学会｣の事務業務を受託し実施した。 

3）同人雑誌『千里眼』の編集を受託し、第 130 号～第 133 号の 4号を発行した。 
 
4）日本生命財団から、『高齢社会助成』の制作協力業務として、｢高齢社会助成｣の紹介パンフ 
  レットの編集を受託し実施した。 
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増減

Ｉ　資産の部 円

１．流動資産
（１）　現金預金 7,524,337 9,465,157 △ 1,940,820
（２）　未収入金 20,913,196 21,911,486 △ 998,290
（３）　貯蔵品 45,069,287 47,676,878 △ 2,607,591
（４）　前払費用 1,721,441 0 1,721,441
流動資産合計 75,228,261 79,053,521 △ 3,825,260

２．固定資産
基本財産
（１）　基本財産特定資産 25,500,000 25,500,000 0
基本財産合計 25,500,000 25,500,000 0

その他の固定資産
（１）　設備造作 0 0 0
（２）　車輌 240,678 344,356 △ 103,678
（３）　什器備品 136,414 211,327 △ 74,913
（４）　電話加入権 594,951 594,951 0
（５）　ソフトウェア 0 2 △ 2
（６）　差入保証金 1,100,000 1,100,000 0
その他の固定資産合計 2,072,043 2,250,636 △ 178,593
固定資産合計 27,572,043 27,750,636 △ 178,593
資産合計 102,800,304 106,804,157 △ 4,003,853

ＩＩ　負債の部 円

１．流動負債
（１）　未払金 94,267,181 100,808,655 △ 6,541,474
（２）　預り金 271,696 265,766 5,930
流動負債合計 94,538,877 101,074,421 △ 6,535,544
負債合計 94,538,877 101,074,421 △ 6,535,544

ＩＩＩ　正味財産の部
正味財産 8,261,427 5,729,736 2,531,691
負債及び正味財産合計 102,800,304 106,804,157 △ 4,003,853
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■平成 27年度理事会及び評議員会の開催状況 
 
理事会 
 
第 13 回理事会（6月 1日）での審議事項等 
  報告事項 内閣府からの｢公益目的支出計画実施完了の確認書｣の受領について 

理事候補者について (選考の経過) 
評議員の辞任について 

  審議事項 第 1 号議案：平成 26 年度事業状況報告について 
       第 2 号議案：平成 26 年度収支決算報告について 

第 3 号議案：任期満了に伴う理事候補者の推薦について 
    第 4 号議案：評議員の辞任に伴う後任候補者の推薦について 

第 5 号議案：第 6回評議員会の招集及び付議議案について 
    第 6 号議案：就業規則の一部改正について 

 
第 14 回理事会（6月 2日）での審議事項 ※決議の省略 
  審議事項 ｢信州の山岳文化創生事業｣の推進に関する包括連携協定の締結について  
 
第 15 回理事会（6月 29 日）での審議事項 ※決議の省略 
  審議事項 理事長(代表理事)及び専務理事(業務執行理事)の選定について 
 
第 16 回理事会（10 月 26 日）での審議事項 
  報告事項 平成 26 年度収支決算報告一部修正について 
  国立民族学博物館友の会制度について 
  審議事項  第 1 号議案 平成 27 年度上半期実施事業報告について 
       第 2 号議案 平成 27 年度下半期追加事業報告について 
  第 3 号議案 事務所移転について 
  第 4 号議案 特定個人情報の取扱いに関する基本方針(案) 
              及びマイナンバー取扱規程(案)について 
  第 5 号議案 各種職員就業規則の改定(案)について 
 
第 17 回理事会（平成 28 年 2 月 26 日）での審議事項等   
  審議事項  第 1 号議案 平成 28 年度事業計画(案)について 
       第 2 号議案 平成 28 年度収支予算(案)について 
       第 3 号議案 第 7 回評議員会の招集及び付議議案について 
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評議員会 
 
第 6 回評議員会（6月 29 日）での審議事項等 
  報告事項 理事会の審議事項等について 
  審議事項 第 1 号議案 平成 26 年度事業状況報告について 
        第 2 号議案 平成 26 年度収支決算報告について 
       第 3 号議案 任期満了に伴う理事の選任について 
       第 4 号議案 評議員の辞任に伴う補欠選任について 
  
 
第 7 回 評議員会（平成 28 年 3 月 24 日）での審議事項等 
  報告事項 理事会の審議事項等について 

評議員の辞任について 
  理事の辞任について 
  事務所の移転について 
  審議事項 第 1 号議案 平成 28 年度事業計画(案)について 
     第 2 号議案 平成 28 年度収支予算(案)について 
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